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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　質問文及び当該質問文に対応する回答文を含む文章に含まれる複数の語句と、当該語句
どうしのあらかじめ定められたつながりを表すリンク情報とを含む文章データを複数取得
する取得手段であって、前記質問文を表す文章データである質問データを取得する第１の
取得手段と、前記回答文を表す文章データである回答データを取得する第２の取得手段と
を有する取得手段と、
　前記第２の取得手段により取得されたある回答データに含まれる第１の語句と同一又は
類似の意味を有する第２の語句を含む他の回答データが前記第２の取得手段により取得さ
れると、当該第２の語句からあらかじめ決められた範囲の数のリンク情報を介してつなが
りを有する第３の語句を当該他の回答データから特定する特定手段と、
　前記第１の取得手段により取得された質問データであって、前記特定手段により特定さ
れた第３の語句を含む前記他の回答データに対応する質問データに含まれる語句を少なく
とも含む出力データを出力する出力手段と
　を備え、
　前記他の回答データは、第１の回答データと、当該第１の回答データに含まれる語句と
同一又は類似の意味を有し、当該語句と関連付けを有する語句である関連語を含む第２の
回答データとを含み、
　前記特定手段は、
　前記第１の回答データと前記第２の回答データとが前記関連語により関連付けられる場
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合に、当該関連付けと前記リンク情報とに基づいて前記第３の語句を特定する
　ことを特徴とするデータ出力装置。
【請求項２】
　前記リンク情報が、前記つながりに応じた重み付けを有し、
　前記特定手段が、前記リンク情報の数と各々のリンク情報が有する重み付けとに基づい
て語句を特定する
　ことを特徴とする請求項１に記載のデータ出力装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のデータ出力装置と、
　前記出力手段により出力された出力データに応じた語句を表示する表示手段と
　を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項４】
　コンピュータを、
　質問文及び当該質問文に対応する回答文を含む文章に含まれる複数の語句と、当該語句
どうしのあらかじめ定められたつながりを表すリンク情報とを含む文章データを複数取得
する取得手段であって、前記質問文を表す文章データである質問データを取得する第１の
取得手段と、前記回答文を表す文章データである回答データを取得する第２の取得手段と
を有する取得手段と、
　前記第２の取得手段により取得されたある回答データに含まれる第１の語句と同一又は
類似の意味を有する第２の語句を含む他の回答データが前記第２の取得手段により取得さ
れると、当該第２の語句からあらかじめ決められた範囲の数のリンク情報を介してつなが
りを有する第３の語句を当該他の回答データから特定する特定手段と、
　前記第１の取得手段により取得された質問データであって、前記特定手段により特定さ
れた第３の語句を含む前記他の回答データに対応する質問データに含まれる語句を少なく
とも含む出力データを出力する出力手段
　として機能させるためのプログラムであって、
　前記他の回答データは、第１の回答データと、当該第１の回答データに含まれる語句と
同一又は類似の意味を有し、当該語句と関連付けを有する語句である関連語を含む第２の
回答データとを含み、
　前記特定手段は、
　前記第１の回答データと前記第２の回答データとが前記関連語により関連付けられる場
合に、当該関連付けと前記リンク情報とに基づいて前記第３の語句を特定する
　ことを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、データ出力装置、表示装置及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　インタビューの手法には、あらかじめ決められた質問に従って進められるものと、ある
程度の大まかな流れのみが決まっていて、詳細な質問の内容は質問者自身で決めるものと
がある。ここでは、前者の手法によるインタビューを「構造型インタビュー（Structured
 Interview）」といい、後者の手法によるインタビューを「半構造型インタビュー（Semi
-Structured Interview）」という。
【０００３】
　半構造型インタビューは、構造型インタビューに比べ、質問者の経験や能力に頼る部分
が多い。そのため、構造型インタビューの方が、半構造型インタビューよりも、コンピュ
ータ等のハードウェア資源の利用が容易である。特許文献１に記載された技術は、基本質
問に加え、割り込み質問を可能にするものであるが、割り込み質問もあらかじめ用意され
たものである。
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【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００３－６７５３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明の目的は、ある文及び該文における語句とあらかじめ定められた関連を有する他
の文を得るための示唆となる語句を出力できるようにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の請求項１に係るデータ出力装置は、質問文及び当該質問文に対応する回答文を
含む文章に含まれる複数の語句と、当該語句どうしのあらかじめ定められたつながりを表
すリンク情報とを含む文章データを複数取得する取得手段であって、前記質問文を表す文
章データである質問データを取得する第１の取得手段と、前記回答文を表す文章データで
ある回答データを取得する第２の取得手段とを有する取得手段と、前記第２の取得手段に
より取得されたある回答データに含まれる第１の語句と同一又は類似の意味を有する第２
の語句を含む他の回答データが前記第２の取得手段により取得されると、当該第２の語句
からあらかじめ決められた範囲の数のリンク情報を介してつながりを有する第３の語句を
当該他の回答データから特定する特定手段と、前記第１の取得手段により取得された質問
データであって、前記特定手段により特定された第３の語句を含む前記他の回答データに
対応する質問データに含まれる語句を少なくとも含む出力データを出力する出力手段とを
備え、前記他の回答データは、第１の回答データと、当該第１の回答データに含まれる語
句と同一又は類似の意味を有し、当該語句と関連付けを有する語句である関連語を含む第
２の回答データとを含み、前記特定手段は、前記第１の回答データと前記第２の回答デー
タとが前記関連語により関連付けられる場合に、当該関連付けと前記リンク情報とに基づ
いて前記第３の語句を特定する構成を有する。
【０００７】
　本発明の請求項２に係るデータ出力装置は、請求項１に記載の構成において、前記リン
ク情報が、前記つながりに応じた重み付けを有し、前記特定手段が、前記リンク情報の数
と各々のリンク情報が有する重み付けとに基づいて語句を特定する構成を有する。
【０００８】
　本発明の請求項３に係る表示装置は、請求項１又は２に記載のデータ出力装置と、前記
出力手段により出力された出力データに応じた語句を表示する表示手段とを備える構成を
有する。
　本発明の請求項４に係るプログラムは、コンピュータを、質問文及び当該質問文に対応
する回答文を含む文章に含まれる複数の語句と、当該語句どうしのあらかじめ定められた
つながりを表すリンク情報とを含む文章データを複数取得する取得手段であって、前記質
問文を表す文章データである質問データを取得する第１の取得手段と、前記回答文を表す
文章データである回答データを取得する第２の取得手段とを有する取得手段と、前記第２
の取得手段により取得されたある回答データに含まれる第１の語句と同一又は類似の意味
を有する第２の語句を含む他の回答データが前記第２の取得手段により取得されると、当
該第２の語句からあらかじめ決められた範囲の数のリンク情報を介してつながりを有する
第３の語句を当該他の回答データから特定する特定手段と、前記第１の取得手段により取
得された質問データであって、前記特定手段により特定された第３の語句を含む前記他の
回答データに対応する質問データに含まれる語句を少なくとも含む出力データを出力する
出力手段として機能させるためのプログラムであって、前記他の回答データは、第１の回
答データと、当該第１の回答データに含まれる語句と同一又は類似の意味を有し、当該語
句と関連付けを有する語句である関連語を含む第２の回答データとを含み、前記特定手段
は、前記第１の回答データと前記第２の回答データとが前記関連語により関連付けられる
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場合に、当該関連付けと前記リンク情報とに基づいて前記第３の語句を特定するための構
成を有する。
【発明の効果】
【０００９】
　請求項１、３、４に記載の構成によれば、ある文及び該文における語句とあらかじめ定
められた関連を有する他の文を得るための示唆となる語句を出力することが可能となる。
　請求項２に記載の構成によれば、特定手段が、語句どうしのつながりの有無だけではな
く、つながりを有する場合のそのつながりの程度に基づいて語句を特定することが可能と
なる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】インタビュー支援システムの構成の概要を示す図
【図２】表示装置のハードウェア構成を示すブロック図
【図３】データ解析装置のハードウェア構成を示すブロック図
【図４】質問の構造を例示する図
【図５】データ解析装置の制御部が実現する機能的構成を示す機能ブロック図
【図６】リンク情報を例示する図
【図７】データ解析装置の特定部が行う統合を例示する図
【図８】表示装置の表示面に表示される画像を例示する図
【図９】データ解析装置と表示装置との間の通信を示すシーケンスチャート
【図１０】表示装置の表示面に表示される画像を例示する図
【図１１】データ解析装置の制御部が実行する特定処理を示すフローチャート
【図１２】語句の特定の態様を説明するための図
【図１３】特定処理が実行された場合に特定される語句と質問文とを例示する図
【図１４】図表示装置の表示面に表示される画像を例示する図
【図１５】複数の質問データを含む概念マップを例示する図
【図１６】データ解析装置の制御部が実行する特定処理を示すフローチャート
【図１７】概念マップを例示する図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
［実施形態］
　図１は、本発明の一実施形態であるインタビュー支援システムの構成の概要を示す図で
ある。同図に示すインタビュー支援システム１０は、質問者と回答者によるインタビュー
を支援するためのものであり、データ解析装置１００と、表示装置２００と、収音装置３
００とを備える。質問者は、回答者に質問する者であり、回答者は、その質問に回答する
者である。
【００１２】
　本実施形態において、インタビューは、半構造型インタビューの形式によって行われる
。ここにおいて、質問者は、あらかじめ用意された質問票に沿って回答者にいくつかの質
問を行うが、質問票は大まかな流れに従った基本的な質問で構成されており、それ以外の
詳細な内容は質問者自身が決めてよいことになっている。したがって、質問者は、回答者
の回答内容や質問に対する反応などに応じて、質問票に記載されていない内容を質問して
もよい。例えば、質問者は、回答者が質問のうちの特定のことがらに興味を示しているこ
とが認められれば、その特定のことがらが質問票に特に記載されていなくても、その部分
を掘り下げた質問を行ってよい。よって、本実施形態のインタビューは、いわゆるデプス
インタビュー（Depth Interview）であるともいえる。
【００１３】
　収音装置３００は、質問者及び回答者が発する音声を電気信号に変換する収音手段（例
えば、マイクロホン）を備える。収音装置３００は、質問者の音声を収音する手段と回答
者の音声を収音する手段とを別体にした構成であってもよい。また、収音装置３００は、
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話者を判別するための切替手段（例えば、スイッチ）を備え、質問者が発声するときと回
答者が発声するときとでこの切替手段を切り替えるように構成されていてもよい。収音装
置３００は、質問者及び回答者の音声を表す音声データを生成し、生成した音声データを
有線又は無線の通信によりデータ解析装置１００に供給する。
【００１４】
　表示装置２００は、質問者に用いられ、質問者による質問を補助するための情報を表示
する。
　図２は、表示装置２００のハードウェア構成を示すブロック図である。同図に示すよう
に、表示装置２００は、制御部２１０と、通信部２２０と、表示部２３０と、操作部２４
０とを備える。制御部２１０は、通信部２２０による通信と表示部２３０による表示とを
制御する。通信部２２０は、データ解析装置１００とデータの送受信を行うための通信イ
ンターフェースを備え、データの送信及び受信を行う。通信部２２０によるデータの通信
は、有線又は無線のいずれであってもよく、さらには、インターネット等の通信ネットワ
ークを介したものであってもよい。表示部２３０は、液晶ディスプレイ等の表示面を備え
、制御部２１０から供給された表示データに応じた画像を表示する。操作部２４０は、質
問者の操作を受け付ける操作子を備え、操作を表す操作データを制御部２１０に供給する
。なお、操作部２４０の操作子は、いわゆるキー（ボタン）の形態に限られず、例えば、
表示部２３０の表示面に重ねて設けられたタッチスクリーン（タッチパネル）の形態を有
していてもよい。本実施形態の操作子は、かかる形態であるとする。
【００１５】
　制御部２１０は、データ解析装置１００が出力する出力データを通信部２２０を介して
取得し、出力データに応じた画像を表示させるための表示データを生成し、表示データを
表示部２３０に供給する。また、制御部２１０は、操作部２４０から操作データを取得し
、通信部２２０を介して、取得した操作データをデータ解析装置１００に送信する。
【００１６】
　データ解析装置１００は、本発明のデータ出力装置の一例に相当するものである。デー
タ解析装置１００は、収音装置１００から供給される音声データと、表示装置２００から
供給される操作データとに基づいて、質問者による質問を補助するための情報を表す出力
データを出力する。データ解析装置１００は、インタビューを実行中である質問者及び回
答者の音声に加え、他の質問者及び回答者によるインタビューに係る音声を記憶し、これ
らの音声の内容に基づいた出力データを出力する。
【００１７】
　図３は、データ解析装置１００のハードウェア構成を示すブロック図である。同図に示
すように、データ解析装置１００は、制御部１１０と、記憶部１２０と、通信部１３０と
を備える。制御部１１０は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等の演算処理装置とメ
モリとを備え、あらかじめ記憶されたプログラムを実行することによって、後述する各種
の処理を実行する。記憶部１２０は、ハードディスク等の記憶装置を備え、制御部１１０
が処理を実行するために要するデータを記憶する。記憶部１２０が記憶するデータには、
質問構造データベースと、プロファイルデータベースと、質問データと、回答データと、
質問データベースと、回答データベースと、辞書データベースとが含まれる。通信部１３
０は、表示装置２００の通信部２２０に対応する通信インターフェースを備え、データの
送信及び受信を行う。
【００１８】
　質問構造データベースは、一連の質問と、その質問に関して設定された構造とを表すデ
ータベース（データの集合）である。ここでいう構造とは、上述した質問票の内容に相当
するものをいい、一連の質問の大まかな流れなどである。
　図４は、質問の構造を例示する図である。同図においては、各々の質問文が「Ｑｍ－ｎ
」と記載されており（ｍ及びｎは自然数）、「ｍ」が大分類、「ｎ」が小分類を表してい
る。例えば、質問文「Ｑ１－１」と大分類が共通する質問文「Ｑ１－２」は、質問文「Ｑ
１－１」と大分類が共通しない質問文「Ｑ２－１」と比べ、質問文「Ｑ１－１」と関連性
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が高い内容の質問である。ただし、大分類が共通しない質問文どうしであっても、関連性
がまったくないとは限らず、その関連性の程度はインタビューの内容次第である。
【００１９】
　本実施形態において、質問者は、大分類の値がより小さいものを優先し、かつ、同一の
大分類を有するものの中で小分類の値がより小さい質問文から順に質問するよう原則とし
て決められているが、質問構造データベースに含まれない質問（すなわち、あらかじめ用
意されていない質問）を行うことを妨げられない。また、質問者は、必要に応じて、あら
かじめ用意された質問の一部を飛ばしたりしてもよい。よって、質問構造データベースに
よって表される質問の構造は、あくまでも目安にすぎない。つまり、本実施形態のインタ
ビューにおいては、あらかじめ用意された質問の回答を得ることよりも、個々の回答者に
応じたユニークな回答を得ることがより重視されているといえる。
【００２０】
　プロファイルデータベースは、質問者又は回答者に関する情報を表すデータベースであ
る。質問者に関する情報は、例えば、質問者の名前や、行われる質問に関する知識を有す
る程度や、インタビューの経験などである。回答者に関する情報は、回答者の性別、年齢
（又は年齢層）、職業、職業の分野、趣味などである。以下においては、質問者又は回答
者に関する情報を「属性情報」という。つまり、属性情報は、質問者又は回答者の属性を
表すものである。属性情報は、インタビューの内容に応じて決められる。
【００２１】
　質問データは、質問者が質問票に沿って実際に実行した一連の質問の内容を含むデータ
である。したがって、質問データが示す質問の内容は、質問票に記載された内容に基づい
てはいるが、質問票に記載された内容とは一致しなくてよい。質問データは、１又は複数
の質問文を含んで構成される。回答データは、質問者による質問に応じて行われた、回答
者による回答の内容を含むデータである。すなわち、回答データは、１又は複数の回答文
を含んで構成される。本実施形態の質問データ（又は回答データ）は、語句の検索及び表
示の便宜上、質問文（又は回答文）が音声認識され、文字コードとなって記録されている
。
【００２２】
　なお、ここでいう質問文又は回答文、すなわち文章は、一定のまとまりを有する１又は
複数の文のことである。例えば、質問文は、同種の質問に属する２以上の文であってもよ
い。また、以下においては、質問データと回答データを総称して「文章データ」という場
合がある。
【００２３】
　質問データベースは、複数の質問データの集合である。質問データベースと質問データ
の相違は、質問データが実行中のインタビューに係るものであって、質問データベースが
過去に実行されたインタビューに係るものである点にある。すなわち、質問データベース
は、過去の質問データの履歴である。よって、質問データは、インタビューが終了し、回
答者（又は質問者及び回答者）が入れ替わると、質問データベースの一部となる。回答デ
ータベースは、複数の回答データの集合である。回答データベースと回答データの相違は
、質問データベースと質問データの相違と同じである。
【００２４】
　なお、質問データ（又は回答データ）が実行中のインタビューに係るものと過去の質問
もののいずれであるかは、記憶部１２０の記憶領域によって区別されてもよいし、あらか
じめ決められたフラグ等のデータを付加することによって区別されてもよい。前者の場合
には、例えば、実行中のインタビューに係るデータが記憶される記憶領域と過去のデータ
がデータベースとして記憶される記憶領域とがあらかじめ区別されており、インタビュー
が終了すると、データの移動が行われる。また、後者の場合には、フラグ等のデータを書
き換えればよく、データの移動を行う必要がない。
　以下においては、実行中のインタビューに係る質問データ又は回答データを、特に「カ
レントデータ」といい、過去の質問データ又は回答データと区別する。
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【００２５】
　辞書データベースは、複数の語句を表したデータの集合である。また、辞書データベー
スには、語句と語句とが関連付けを有する場合に、その関連付けが記述されている。ここ
でいう関連付けは、ある語句と他の語句とが同一又は類似の意味を有する場合に与えられ
るものである。つまり、ある語句と他の語句とが同義語又は類義語の関係にある場合に、
関連付けが与えられる。なお、関連付けは、同一又は類似の意味を有するある言語（例え
ば、日本語）の語句と別の言語（例えば、英語）の語句とに与えられていてもよい。
【００２６】
　図５は、制御部１１０が実現する機能的構成を示す機能ブロック図である。制御部１１
０は、プログラムを実行することによって、同図に示す質問取得部１１１、回答取得部１
１２、条件取得部１１３、特定部１１４、出力部１１５、データ変換部１１６及び自然言
語処理部１１７に相当する機能を実現する。なお、これらの機能は、単一のプログラムで
はなく、複数のプログラムを実行することにより実現されてもよい。例えば、データ変換
部１１６や自然言語処理部１１７に対応するプログラムは、その他の各部に対応するプロ
グラムと別体であってもよい。
【００２７】
　データ変換部１１６は、周知の音声認識方法によって音声データを文字コードに変換し
、これを質問データ又は回答データとして記憶部１２０に記憶させる。質問データと回答
データの判別は、周知の話者認識方法によって行われてもよいし、収音装置３００が上述
した切替手段を有する場合には、話者が質問者と回答者のいずれであるかを識別する情報
を切替手段から取得して判別に用いてもよい。
【００２８】
　また、データ変換部１１６は、質問データ又は回答データに順序情報を付与する。ここ
において、順序情報とは、質問又は回答の順序を表す情報をいい、典型的には、質問又は
回答が行われた時刻の情報である。ただし、順序情報は、ある質問（又は回答）と他の質
問（又は回答）の時期的な関係が明らかになれば足りるので、時刻でなくてもよい。例え
ば、順序情報は、ある質問データに対応する回答データを識別する情報や、ある質問デー
タと他の質問データのどちらが先に質問されたかを識別する情報などの組み合わせであっ
てもよい。
【００２９】
　自然言語処理部１１７は、周知の方法によって質問データ又は回答データを対象として
自然言語処理を行い、その結果に基づき、文章に含まれる語句どうしのつながりを表すリ
ンク情報を質問データ又は回答データに付与する。ここでいうつながりは、語句どうしの
意味上の類似性や統計的な性質である共起性（ある語句と他の語句が同一の文章の中で用
いられる割合）、あるいは語句どうしの文法上の関係である係り受け関係を指し、周知の
自然言語処理によって決められるものである。本実施形態のリンク情報は、語句どうしの
つながりの有無、すなわち、ある語句と他の語句とがつながりを有するか、あるいは有し
ないかを二者択一的に表すものである。
【００３０】
　図６は、リンク情報を例示する図である。ここでは、「あなたは外出するときに手帳を
持ち歩きますか？」という質問文にリンク情報を付与する場合を例示している。この例に
おいて、質問文からは、質問文に含まれる語句として「外出」、「手帳」、「持ち歩く」
の３語が抜き出されており、「外出」と「持ち歩く」に第１のリンク情報が付与され、「
手帳」と「持ち歩く」に第２のリンク情報が付与されている。つまり、この例においては
、「手帳」と「外出」との間にはリンク情報が直接には付与されず、直接的にはつながり
を有しない。ただし、「手帳」と「外出」とは、この場合、「持ち歩く」という語句を介
してつながりを有しているとみなされる。このように、他の語句を介してつながりを有す
る場合は、「手帳」と「持ち歩く」のようにつながりを直接有する場合に比べ、そのつな
がりが“弱い”とみなされる。すなわち、語句どうしのつながりは、経由するリンク情報
の数が多いほど弱い。
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【００３１】
　以下においては、リンク情報と、リンク情報により関連付けられた語句とにより表され
る文章（質問文又は回答文）のことを「概念ネットワーク」という。すなわち、概念ネッ
トワークは、語句をノードとみなし、リンク情報をリンクとみなしたネットワークである
。また、以下においては、質問者に視認されるように可視化された概念ネットワークのこ
とを「概念マップ」という。
【００３２】
　なお、図６に示す態様は、リンク情報を付与する態様の一例にすぎない。本発明におい
て、文章の各語句にどのようなリンク情報が付与されるかは、自然言語処理部１１７に採
用する構文解析の方法によって異なり得る。また、概念ネットワークにおいてノードを構
成する語句は、文章に含まれる語句のすべてである必要はなく、一部でよい。例えば、助
詞のような質問の内容そのものとの関係が比較的少ない語句については、概念ネットワー
クに含まれなくてもよい。
【００３３】
　質問取得部１１１及び回答取得部１１２は、本発明の取得手段の一例である。質問取得
部１１１は、本発明の質問取得手段の一例であり、回答取得部１１２は、本発明の回答取
得手段の一例である。質問取得部１１１は、記憶部１２０から質問データを取得する。質
問取得部１１１は、カレントデータを取得する機能と、質問データベースに記憶された過
去の質問データを取得する機能とを有する。回答取得部１１２は、回答データを取得する
。回答取得部１１２は、カレントデータを取得する機能と、回答データベースに記憶され
た過去の回答データを取得する機能とを有する。質問取得部１１１又は回答取得部１１２
により取得されたデータは、特定部１１４に供給される。
【００３４】
　条件取得部１１３は、特定部１１４によるデータの特定に用いられる条件を取得する。
条件取得部１１３が特定する条件のことを、以下においては「特定条件」という。特定条
件は、質問者による操作によって設定され、属性情報に応じた第１の特定条件と、質問者
が要求する示唆の種類を示す第２の特定条件とを含む。示唆の種類の詳細は、後述のとお
りである。
【００３５】
　特定部１１４は、本発明の特定手段の一例であり、質問データから語句を特定する手段
と回答データから語句を特定する手段とを兼ね備えるものである。特定部１１４は、条件
取得部１１３により取得された特定条件に従って、質問データ又は回答データに含まれる
語句を特定する。特定部１１４は、第１の特定条件に基づいて、属性情報に応じた質問デ
ータ又は回答データを特定の対象（すなわち候補）とし、この候補に含まれる文章の中か
ら、第２の特定条件に応じた語句を特定する。特定部１１４には、質問データから語句を
特定する場合と、回答データから語句を特定する場合とがあるが、いずれを候補とするか
は第２の特定条件に応じて決められる。
　なお、特定部１１４は、第１の特定条件を用いないで、すなわち質問データ又は回答デ
ータの取捨選択を行わないで特定を行ってもよい。また、特定部１１４は、必要に応じて
、辞書データベースを参照して特定を行ってもよい。
【００３６】
　また、特定部１１４は、必要に応じて、複数の質問データ（又は回答データ）を一つに
統合（マージ）し、統合した質問データ（又は回答データ）から語句を特定する。ここで
いう統合は、複数の質問データを一つのまとまりのあるデータとみなすことであり、ある
質問データ（第１の質問データ）と別の質問データ（第２の質問データ）とが同一又は類
似の意味を有する語句（以下、「関連語」という。）を含む場合に、第１の質問データに
対応する概念ネットワークと第２の質問データに対応する概念ネットワークとを関連語に
より関連付け、双方の質問データに含まれる語句どうしにつながりを生じさせるものであ
る。データの統合は、２つの質問データ間のみではなく、質問データベースに記憶された
すべての質問データの間で実行され得る。以上の説明は、質問データの統合に対応するも
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のであるが、回答データの統合は、ここにおける「質問データ」を「回答データ」に置き
換えたものである。
【００３７】
　図７は、特定部１１４が行う統合を例示する図である。同図において、Ｗ１、Ｗ２ａ、
Ｗ２ｂ、Ｗ３、Ｗ４及びＷ５は、概念ネットワークを構成するノード、すなわち語句に相
当するものである。ここにおいて、語句Ｗ１、Ｗ２ａ及びＷ３は第１の質問データに属し
、語句Ｗ２ｂ、Ｗ４及びＷ５は第２の質問データに属する。特定部１１４は、語句Ｗ２ａ
及びＷ２ｂが関連語である場合に、第１の質問データに対応する第１の概念ネットワーク
ＮＷ１と、第２の質問データに対応する第２の概念ネットワークＮＷ２とを、当該関連語
の部分において統合し、一つの概念ネットワークにまとめる。統合後の概念ネットワーク
は、同図に示す概念ネットワークＮＷｍ１又はＮＷｍ２のいずれかである。例えば、語句
Ｗ２ａと語句Ｗ２ｂとが同義語であれば、概念ネットワークＮＷｍ１を統合後の概念ネッ
トワークとするのが望ましく、語句Ｗ２ａと語句Ｗ２ｂとが類義語であれば、概念ネット
ワークＮＷｍ２を統合後の概念ネットワークとするのが望ましい。しかしながら、語句Ｗ
２ａと語句Ｗ２ｂとが類義語である場合であっても、これらの語句を概念が共通する語句
Ｗ２に置き換え、統合後の概念ネットワークとして概念ネットワークＮＷｍ１を用いても
よい。
【００３８】
　なお、データの統合は、あらかじめ行われていてもよい。この場合、質問取得部１１１
（又は回答取得部１１２）は、あらかじめ統合されている質問データ（又は回答データ）
を取得する。
【００３９】
　出力部１１５は、特定部１１４による特定結果を用いて、出力データを出力する。この
出力データは、特定部１１４による特定結果に応じたものであり、特定部１１４により特
定された語句を少なくとも含む。出力データの形式は、語句を単独で含むものに限られず
、例えば、当該語句が特定された文章の全体を含むものであってもよいし、当該語句が特
定された文章に対応する概念ネットワーク又は概念マップを含むものであってもよい。
【００４０】
　本実施形態のインタビュー支援システム１０の構成は、以上のとおりである。この構成
のもと、表示装置２００は、質問者による質問を支援するために、質問票に沿った質問文
を表示するほか、さらなる質問（あらかじめ用意されていない質問）の示唆を与えるため
の表示（以下、「ヒント表示」という。）を行う。ヒント表示は、データ解析装置１００
により出力された出力データに基づいて表示される。質問者は、このヒント表示を参考に
し、質問票に記載されていない質問を行う。質問者による質問と回答者による回答は、デ
ータに変換されてデータ解析装置１００に記憶され、ヒント表示を行うために用いられる
。
【００４１】
　図８は、表示装置２００の表示面に表示される画像を例示する図である。同図において
、「Ｑ１－１：あなたはどのような道具を使ってスケジュールを管理していますか？」と
記載された文章は、質問文に相当するものである。また、同図において、「深める」、「
広げる」、「つなぐ」、「言い換える」と記載された画像は、質問者の操作を案内する画
像であり、各々が第２の特定条件に相当する。質問者は、ヒント表示を求めるときに、こ
れらの画像のいずれかを選択する。
【００４２】
　ここにおいて、「深める」特定条件は、回答者がした回答の内容をさらに深め、掘り下
げるような質問の示唆を得るときに用いられる。「広げる」特定条件は、質問者がした質
問の内容をさらに広げ、関連する質問の示唆を得るときに用いられる。「つなぐ」特定条
件は、回答者がした回答が的外れであったり、質問者の意図と食い違っていたりした場合
に、質問者の考えと回答者の考えの隔たりを少なくし、質問者の意図により近い内容の回
答が得られるような質問の示唆を得るときに用いられる。「言い換える」特定条件は、質
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問に含まれる語句の適当な言い換え表現の示唆を得るときに用いられる。
【００４３】
　図９は、データ解析装置１００と表示装置２００との間の通信を示すシーケンスチャー
トである。質問者は、質問票に沿ったインタビューを行うとき、あらかじめ決められた操
作を行う。表示装置２００は、この操作を受け付けると、質問票に沿った質問文を要求す
る旨を表すデータをデータ解析装置１００に送信する（ステップＳ１）。
【００４４】
　データ解析装置１００は、質問文を要求するデータを認識すると、質問構造データベー
スにより表される構造に従って質問文を特定し、質問文を表すデータを表示装置２００に
送信する（ステップＳ２）。表示装置２００は、質問文のデータを受信すると、質問文を
表示面に表示する。なお、表示装置２００は、質問文を一つずつ表示してもよいし、複数
の質問文をまとめて同時に表示してもよい。質問者は、表示面に表示された質問文を確認
し、回答者に質問を行う。
【００４５】
　質問者及び回答者の音声は、収音装置３００によって音声データに変換される。データ
解析装置１００は、収音装置３００からこの音声データを取得する（ステップＳ３）。デ
ータ解析装置１００は、音声データを解析して文字コードに変換し、自然言語解析を行う
。さらに、データ解析装置１００は、自然言語解析の結果得られた概念マップ（又は概念
ネットワーク）のデータを表示装置２００に送信する（ステップＳ４）。表示装置２００
は、概念マップを表すデータを受信すると、表示面に概念マップを表示する。このとき表
示される概念マップは、質問文に対応するものと、回答文に対応するものとがあり、これ
らの一方が表示される場合と、両方が表示される場合とがある。
【００４６】
　図１０は、このとき表示装置２００の表示面に表示される画像を例示する図である。同
図の表示と図８の表示の相違は、図１０の表示では概念マップが表示されている点にある
。ここでは、質問者が「あなたはどのような道具を使ってスケジュールを管理しています
か？」と質問し、回答者が「仕事はＡ（スケジュール管理用のソフトウェア）で管理して
います。」と回答した場合が例示されている。
【００４７】
　質問者は、表示装置２００の表示面を確認し、質問の示唆が必要なときに、その旨の操
作を行う。この操作には、特定条件を指定する操作が含まれる。例えば、質問者は、特定
の質問者の質問データのみを参考にしたい場合には、第１の特定条件として質問者の属性
を指定する。また、質問者は、参考にする回答データを回答者の属性によって絞り込む場
合には、第１の特定条件として回答者の属性を指定する。また、質問者は、上述した「深
める」、「広げる」、「つなぐ」、「言い換える」のいずれの示唆が必要であるかを、第
２の特定条件として指定する。表示装置２００は、特定条件を指定する操作に応じて、指
定された特定条件を示すデータをデータ解析装置１００に送信する（ステップＳ５）。
【００４８】
　データ解析装置１００は、特定条件を示すデータを受信すると、質問者に与える示唆に
必要な語句を特定し（ステップＳ６）、特定した語句を含む出力データを表示装置２００
に送信する（ステップＳ７）。表示装置２００は、出力データに応じた画像を表示するこ
とにより、質問者に示唆を与える（ステップＳ８）。質問者は、このようにして質問の示
唆を得ると、得られた示唆に基づいて質問を行う。このとき、インタビュー支援システム
１０においては、ステップＳ３以降の処理が繰り返される。また、質問者は、与えられた
示唆に基づく質問を終え、再び質問票に沿った質問を行う場合には、ステップＳ１におけ
る操作と同様の操作を行い、ステップＳ１以降の処理を繰り返させる。
【００４９】
　ステップＳ６の特定処理は、具体的な内容が第２の特定条件に応じて異なる。すなわち
、ステップＳ６の特定処理は、質問者によって「深める」、「広げる」、「つなぐ」、「
言い換える」のいずれが選択されたかによって異なる。その具体的な内容とは、以下のと
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おりである。なお、以下においては、第１の特定条件に関する処理（すなわち、特定の対
象とする質問データ又は回答データを絞り込む処理）の説明を省略する。いずれかの質問
データ又は回答データが特定の対象から除外される場合にあっては、その除外された質問
データ又は回答データは、統合の対象からも除外される。
【００５０】
（「深める」が選択された場合）
　図１１は、第２の特定条件として「深める」が選択された場合に制御部１１０が実行す
る処理を示すフローチャートである。この場合、制御部１１０は、回答データのカレント
データを取得し（ステップＳａ１）、回答文に含まれるいずれかの語句を特定する（ステ
ップＳａ２）。ここにおいて、制御部１１０が特定する語句は、質問者によって第２の特
定条件の一部として指定されてもよいし、あらかじめ決められた条件を満たす回答文中の
語句（例えば、固有名詞や目的語などの、回答文における主題と機械的に推測され得る語
句）であってもよい。
【００５１】
　続いて、制御部１１０は、統合された過去の回答データを取得し（ステップＳａ３）、
ステップＳａ２において特定した語句の関連語を検索する（ステップＳａ４）。このとき
、制御部１１０は、ステップＳａ２において特定した語句の関連語が過去の回答データに
含まれていれば、その関連語からあらかじめ決められた範囲（以下、「特定範囲」という
。）の数のリンク情報を介してつながりを有する語句を、過去の回答データから特定する
（ステップＳａ５）。ここにおいて、特定範囲は、例えば、リンク情報の数にして１以上
３以下程度であるが、これより多くてもよく、得ようとする示唆の数に応じて決められる
。なお、制御部１１０は、検索の結果、条件を満たす語句が特定されなかった場合には、
その旨を表すデータを出力する。
【００５２】
　図１２は、ステップＳａ５における特定の態様を説明するための図である。同図に示す
概念ネットワークを有する回答データにおいて、関連語が語句Ｗｒであった場合、この語
句Ｗｒから一つのリンク情報を介してつながりを有する語句は、語句Ｗ１、Ｗ２、Ｗ３及
びＷ４の４語である。また、この語句Ｗｒから２つのリンク情報を介してつながりを有す
る語句は、語句Ｗ５及びＷ６の２語であり、この語句Ｗｒから３つのリンク情報を介して
つながりを有する語句は、語句Ｗ７及びＷ８の２語である。よって、この場合においては
、例えば、関連語から「２つ以下（１以上２以下）」のリンク情報を介してつながりを有
する語句が制御部１１０により特定されるのであれば、このとき特定される語句は、語句
Ｗ１、Ｗ２、Ｗ３、Ｗ４、Ｗ５及びＷ６の６語である。
【００５３】
　以上のように過去の回答データから語句が特定されると、制御部１１０は、ステップＳ
ａ５において特定した語句を含む（統合前の）過去の回答データを特定し（ステップＳａ
６）、さらに、この回答データに対応する過去の質問データを順序情報に基づいて特定す
る（ステップＳａ７）。その後、制御部１１０は、出力データを出力する（ステップＳａ
８）。出力データの内容は、表示装置２００における示唆の表示態様に応じて異なるが、
出力データには、ステップＳａ７において特定された質問データに含まれる一部又は全部
の語句が少なくとも含まれる。示唆の表示態様には、質問データにより表される質問文が
表示されるものと、当該質問文に対応する概念マップが表示されるものと、当該質問文に
含まれる語句の一部が表示されるものとがあり、また、これらが複数組み合わされたもの
であってもよい。これらの表示態様のうちいずれのものが採用されるかは、あらかじめ設
定されているか、あるいは、質問者が第２の特定条件とともに指定する。
【００５４】
　図１３は、図１１のフローチャートに示す処理が実行された場合に特定される語句と質
問文とを例示する図である。ここにおいて、質問者による質問と回答者による回答の内容
は、図１０に示したものであるとする。このとき、質問データと回答データのカレントデ
ータは、それぞれｃＱ１、ｃＡ１である。また、統合された過去の回答データの概念マッ
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プは、ｐＡｍであるが、図示されているのは概念マップの全部ではなく一部である。
【００５５】
　概念マップｐＡｍにおいて、関連語が「Ａ（スケジュール管理用のソフトウェア）」で
あるとした場合、この関連語と直接つながりを有する語句は、「プリントする」、「予定
表」、「参照する」、「予約する」及び「同期する」である。このうち、特に「プリント
する」に着目した場合、「プリントする」を含む過去の回答データには、ｐＡ１「手帳と
Ａをプリントしたものとを併用しています。」及びｐＡ２「Ａを紙にプリントして持ち歩
いています。」がある。また、これらの回答データｐＡ１、ｐＡ２を得た質問データは、
それぞれ、ｐＱ１「個人用のスケジュール管理のツールは何ですか？」、ｐＱ２「手帳を
外出するときに持ち歩いていますか？」である。この場合、質問者に与えられる示唆とし
て表示装置２００に表示されるのは、質問データｐＱ１及びｐＱ２に相当する質問文や、
当該質問文に相当する概念マップである。あるいは、表示装置２００は、質問データｐＱ
１及びｐＱ２に相当する質問文から抜き出された一部の語句（例えば、「個人用」、「外
出」など）を表示してもよい。
【００５６】
　図１４は、このとき表示装置２００の表示面に表示される画像を例示する図である。こ
こでは、質問文から抜き出された一部の語句と、質問文と、概念マップとを表示する例を
示しているが、これらのいずれかであってもよい。
　このような示唆が表示された場合、質問者は、この示唆を参考にして次の質問を考える
。質問者は、「あなたはどのような道具を使ってスケジュールを管理していますか？」と
いう質問を行い、それに対する「仕事はＡで管理しています。」という回答を受けて、例
えば、「それでは、“個人用”のスケジュールもＡで管理していますか？」とか、「それ
では、“外出”中はどのようにスケジュールを把握していますか？」といったような、よ
り掘り下げた質問を行う。ここにおいて、質問中の“”の部分は、表示装置２００に表示
された内容に基づいた語句である。
　なお、表示装置２００に表示された内容をどのように利用するかは、質問者次第である
。よって、質問者は、表示装置２００に質問文が表示された場合に、その質問文を変更せ
ずに、そのまま次の質問として用いてもよい。
【００５７】
　また、表示装置２００に概念マップが表示される場合において、複数の質問文が示唆と
して与えられるときには、制御部１１０は、これら複数の質問文に相当する複数の概念ン
ネットワークを統合し、統合した概念ネットワークを表すデータを出力データとしてもよ
い。
　図１５は、複数の質問データを含む概念マップを例示する図である。同図においては、
上述した質問データｐＱ１及びｐＱ２に加え、質問データｐＱ３「個人用のスケジュール
と仕事のスケジュールを区別していますか？」が示唆の対象であるとみなす。この場合、
制御部１１０は、質問データｐＱ１と質問データｐＱ３とを「スケジュール」という関連
語によって統合する。一方、質問データｐＱ２は、質問データｐＱ１と質問データｐＱ３
のいずれとも関連語に相当する語句を有しないため、関連付けを有しない。
【００５８】
（「広げる」が選択された場合）
　第２の特定条件として「広げる」が選択された場合、質問者は、自らがした質問の内容
に基づいた示唆を得る。この点が、回答者の回答の内容に基づいた「深める」示唆との相
違点の一つである。
【００５９】
　図１６は、第２の特定条件として「広げる」が選択された場合に制御部１１０が実行す
る処理を示すフローチャートである。この場合、制御部１１０は、質問データのカレント
データを取得し（ステップＳｂ１）、質問文に含まれるいずれかの語句を特定する（ステ
ップＳｂ２）。ここにおいて、制御部１１０が特定する語句は、質問者によって第２の特
定条件の一部として指定されてもよいし、あらかじめ決められた条件を満たす回答文中の
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語句（例えば、質問文における主題と機械的に推測され得る語句）であってもよい。
【００６０】
　続いて、制御部１１０は、統合された過去の質問データを取得し（ステップＳｂ３）、
ステップＳｂ２において特定した語句の関連語を検索する（ステップＳｂ４）。このとき
、制御部１１０は、ステップＳｂ２において特定した語句の関連語が過去の質問データに
含まれていれば、その関連語から特定範囲の数のリンク情報を介してつながりを有する語
句を、過去の質問データから特定する（ステップＳｂ５）。ここにおける特定範囲は、第
２の特定条件として「深める」が選択された場合よりも、大きい値であることが望ましい
。
　なお、制御部１１０は、過去の質問データの統合を行わずに、特定の対象である過去の
質問データのそれぞれに対してステップＳｂ４及びＳｂ５の処理を逐次行ってもよい。
【００６１】
　ステップＳｂ５において語句を特定したら、制御部１１０は、当該語句を含む質問文を
特定する（ステップＳｂ６）。なお、このステップは、質問文や当該質問文に対応する概
念マップを表示する必要がない場合には、省略されてよい。その後、制御部１１０は、表
示装置２００における示唆の表示態様に応じた出力データを出力する（ステップＳｂ７）
。この場合、出力データには、ステップＳｂ５において特定された語句が少なくとも含ま
れる。かかる語句は、文字コードとして出力データに含まれる場合もあるし、概念マップ
のような画像の態様で出力データに含まれる場合もある。
【００６２】
　以上の処理により、質問者は、自らがした質問に含まれる語句に基づいて、当該語句と
ある程度（特定範囲に応じて定まる程度）の構文上のつながりを有する他の語句や、当該
他の語句を含む過去に行われた質問を知得する。質問者は、知得した語句を参考にし、次
の質問を考える。
【００６３】
（「つなぐ」が選択された場合）
　第２の特定条件として「つなぐ」が選択された場合、質問者は、回答者がした回答の内
容に基づいた示唆を得る。よって、「つなぐ」示唆は、回答者がした回答の内容に基づい
たものである点において、「深める」示唆と共通するものである。ただし、「つなぐ」示
唆は、特定範囲を複数の選択肢の中から質問者自身が選択する点において、「深める」示
唆と相違する。
【００６４】
　「つなぐ」特定条件は、質問者の考えと回答者の考えに隔たりがある場合に用いるもの
であるため、その隔たりの程度によって特定範囲を変えるべきものである。例えば、質問
者の考えと回答者の考えの隔たりが比較的大きい場合には、関連語とのつながりが強い（
すなわち、経由するリンク情報の数が少ない）語句を含む回答から示唆を得た質問を行っ
たとしても、その隔たりが顕著に少なくなる可能性が低い。よって、かかる場合には、む
しろ、関連語とのつながりが弱い（すなわち、経由するリンク情報の数が多い）語句を含
む回答から示唆を得た方が、隔たりが少なくなる可能性が高いといえる。もちろん、関連
語とのつながりが弱い語句には、回答者の考えとは無関係なものも含まれ得るが、かかる
語句に対応する質問文が複数示唆されれば、その中に回答者の考えに関係するものが含ま
れる可能性が増す。一方、関連語とのつながりを有しないか、あるいはつながりが非常に
弱い語句は、そうでない語句に比べ、回答者がした回答そのものと関連を有しない可能性
が高くなるといえる。
【００６５】
　よって、「つなぐ」示唆における特定範囲は、質問者の考えと回答者の考えの隔たりに
応じて、複数決められており、質問者は、「つなぐ」特定条件を選択する場合には、特定
範囲をあわせて指示する。例えば、「つなぐ」示唆における特定範囲には、質問者の考え
と回答者の考えの隔たりが小さい場合に用いるもの（例えば、リンク情報の数が１以上３
以下）、隔たりが小さい場合に用いるもの（例えば、リンク情報の数が５以上７以下）、
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隔たりがこれらの中間の場合に用いるもの（例えば、リンク情報の数が３以上５以下）と
いった種類が考えられる。
【００６６】
（「言い換える」が選択された場合）
　第２の特定条件として「言い換える」が選択された場合、質問者は、自らがした質問の
内容に基づいた示唆を得る。よって、「言い換える」示唆は、自らがした質問の内容に基
づいたものである点において、「広げる」示唆と共通するものである。ただし、「言い換
える」示唆は、第２の特定条件として「広げる」が選択された場合よりも特定範囲が小さ
くなる（すなわち、関連語とのつながりがより強い語句が特定される）点において、「広
げる」示唆と相違する。
【００６７】
　なお、「言い換える」示唆の場合には、関連語とつながりを有する語句に加え、関連語
そのものが示唆の対象となり得る。なぜならば、関連語は、上述したステップＳｂ２にお
いて特定される語句（すなわち質問文に含まれる語句）の同義語又は類義語であり、当該
語句の言い換え表現として適当だからである。本実施形態において、関連語は、当該関連
語に対するリンク情報の数が「０」であり、これが「１」以上の自然数である語句よりも
当該関連語とのつながりが強いとみなす。よって、本実施形態においては、関連語そのも
のも、関連語とのつながりを有する語句に含める。
【００６８】
［変形例］
　上述した実施形態は、本発明の一例である。本発明は、上述した実施形態に限られず、
例えば、以下の変形例によって実施されてもよい。また、本発明は、以下の変形例を適当
に組み合わせた実施を妨げない。
【００６９】
（変形例１）
　本発明のリンク情報は、語句どうしのつながりの程度を表す情報を含んでもよい。すな
わち、本発明のリンク情報は、語句どうしのつながりの有無だけではなく、つながりを有
する場合におけるつながりの重み付けを表してもよい。ここでは、語句どうしのつながり
の有無と重み付けとを組み合わせたつながりの特徴量を、つながりの「強度」という。こ
こでいう強度は、つながりの強さを表す値であり、つながりが強いほど小さい値であると
する。
【００７０】
　つながりの強度は、ある文章データと他の文章データとの関係において成り立つ。例え
ば、図１５に示した例においては、「スケジュール」と「個人用」との間をつなぐリンク
情報が重複する。かかるリンク情報は、統合後の概念ネットワークにおいて、重複を有し
ないリンク情報よりも大きな重みが与えられる。また、リンク情報の重みは、重複する数
が多くなるほど大きくなる。あるいは、図７に示した例の概念ネットワークＮＷｍ２にお
いては、語句Ｗ２ａと語句Ｗ２ｂとの間のリンク情報に、その他のリンク情報よりも大き
な重みが与えられる。これは、語句Ｗ２ａと語句Ｗ２ｂとを比較した場合に、他のいずれ
の語句と比較した場合よりも意味上の関連性が強い（すなわち、より関連している）可能
性が高いからである。
【００７１】
　また、つながりの強度を表す他の例としては、ある文章データと他の文章データとの時
間的な関係が挙げられる。例えば、ある質問文の直後に質問された第１の質問文と、当該
第１の質問文よりも後に質問された第２の質問文とがある場合、当該ある質問文とのつな
がりの強度は、第１の質問文の方が第２の質問文よりも小さく（すなわち強く）なる。
　ここにおいて、つながりの強度は、質問者により発声された時間の間隔が短いほど小さ
くなる、という規則に基づいて定められる。この規則によれば、例えば、第１の回答者に
より回答された一連の回答文と、当該第１の回答者とは別人の第２の回答者により別の日
に回答された一連の回答文とがある場合には、同一の回答者による回答文どうしのつなが
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りの方が、相異なる回答者による回答文どうしのつながりよりも強くなる。
【００７２】
　また、文章データが構造を有する場合にあっては、構造に応じた重み付けが与えられ得
る。例えば、上述した大分類と小分類とにより区別される構造（図４参照）にあっては、
ある質問データに含まれる語句と当該ある質問データと大分類が共通する他の質問データ
に含まれる語句とがリンク情報によって統合された場合には、大分類が相違する質問デー
タどうしの語句が同数のリンク情報によって統合された場合に比べ、より大きな重みが与
えられる。
【００７３】
　なお、リンク情報を視覚的に表現する場合において、語句どうしのつながりに強度の相
違があるときには、リンク情報の表示態様が強度に応じて異なると望ましい。例えば、つ
ながりの強度は、ノード間のリンクの表示態様（長さ、太さなど）を異ならせることによ
って表現され得る。
【００７４】
（変形例２）
　本発明における文章データの統合は、文章データに種類の相違がある場合、同種の文章
データどうしを関連付けるものに限られず、異種の文章データどうしが関連付けられる場
合もある。例えば、上述した実施形態のように質問データと回答データとがある場合には
、質問データどうしを関連語により関連付けるだけではなく、質問データと回答データと
を関連語により関連付けてもよい。
【００７５】
　図１７は、本例を適用した概念マップを例示する図である。同図の例は、図１０を参照
して示した質問及び回答が行われた場合の統合を示すものである。図１０の例においては
、質問及び回答の双方に「管理する」という語句が含まれるため、この語句を関連語とし
た関連付けが行われる。
【００７６】
　なお、本例においては、上述した変形例１と組み合わせて、例えば、質問データどうし
を統合した場合には、質問データと回答データとを統合した場合よりも大きな重みを与え
るように構成されてもよい。
【００７７】
（変形例３）
　本発明は、上述した質問文又は回答文以外の文章に対して適用されてもよい。例えば、
本発明は、インタビューに限らず、ある文章に含まれる語句の適当な言い換え表現を示唆
する場合や、ある文章と関連を有する別の文章を示唆する場合にも適用され得る。
【００７８】
（変形例４）
　本発明において、文章や語句は、音声データとして供給されるものに限られず、例えば
、キーボード等の入力装置による操作情報として供給され得る。また、文章や語句の出力
の態様は、表示に加え、例えば、音声として発音されるものも考えられる。
【００７９】
　また、上述した実施形態は、データ解析装置１００と表示装置２００とを別体に構成し
たものであったが、本発明は、これらの装置を一体にした構成（すなわち、データ出力装
置を備える表示装置）で実施されてもよい。かかる構成においては、データベース等のデ
ータが外部装置（例えば、インターネット等の通信ネットワークを介して接続された記憶
装置）に記憶され、必要なデータを当該外部装置から取得するように変形がなされてもよ
い。
【００８０】
　本発明は、本発明に係るデータ出力装置に相当する機能をコンピュータに実行させるた
めのプログラムや、かかるプログラムを記録した記録媒体の形態でも実施され得る。また
、本発明は、ある文章のデータを取得し、取得したデータに基づいて、上述した第２の特
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定条件に応じた示唆を出力する方法の発明としても実施され得る。
【符号の説明】
【００８１】
１０…インタビュー支援システム、１００…データ解析装置、２００…表示装置、３００
…収音装置、１１０…制御部、１１１…質問取得部、１１２…回答取得部、１１３…条件
取得部、１１４…特定部、１１５…出力部、１１６…データ変換部、１１７…自然言語処
理部、１２０…記憶部、１３０…通信部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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